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不暮春対策と町内美化活動の繊告

寧慮柳年‘鳥17日

農耕齢台東動向

会長　幕真　義

l．本書童話葺

くl）縄簾

妻もあきlH．電柵轟鯖東公表で亀の子ともきんにr劃曙を精げるから

韓日電」と蝿の人が革電柵柵．拳のをの子葉構遊惰雷管の蝿蘭へ語墓暮し

糎が、濃慨とごろ噛ま定規れ暮し糎。

棚鰭ききが電柵照合lT且の公題蜜も韓馨し暮し糎。

いずれも亀の子建ち購戴け雷大軍に馨りません響しな。

（雪）不着書出韓の一要因

棚京島で不着讐購精嚢きれ電いません請虞謝れ台東貧農勝機を棚うっ篭る

きしバス遇Ilから貧農の中部魅漬せ跨Ilsと顔不着讐関れる一日と奪え暮し糎。

（基）討葉

うっ巻与として115強奪の鞭を請訓毒し雪、バス選Ilから往き義持遺せるようにしまし糎。
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今機．髄隠れ暮雪の職書籍も推し雷aIl電心電全

鰭巾つくIlをすすか雷いきますが、ご義雄でも子供

さんき露し禽っ雷電重電機に雷管重電細いし暮す。

2．巾鴫費儒

4員le田に「手ユーiI持て震岬」審議後し書くの暫義勝櫨Il糎磨き葉しいひき鴫審遺書すごき

蘭で毒手し糎。きれ加らer花の事11田撮郵台東動的食」に轟けて粛Il組ん嘗奮いIl毒すのでご協

力の糧細いさし上げます。

あさ¢日　動穐婁織農・？うり一つしシ実の食費嘗きん響、香花録にマII－ゴーILドの雑書葺き

暮し糎。糠に憾きれIl錨花が麟くごとと黒い暮すので花櫨を東調に農事っ青葉し軸にしなく磨き

い。

○○。 

I誓幸惑‾”i �‡∴ 二人「一∴ 畠園義認＿‾ 

1 


